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著者について 
 

 ポール・ホームウッドは産業界の会計⼠としてキャリアを築いてきた。2011 年以来、気候

とエネルギー問題について著述している。 
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Executive Summary 
2017 年には、北⼤⻄洋のハリケーン活動はことさら激しかった。さらにハリケ

ーンからの経済的損失は、ほんの数⼗年前と⽐べてもずっと⼤きくなっている。
こうしたできごとは、⼀⽇ 24 時間の途切れることのないニュース報道とあいま
って、地球温暖化がハリケーンを以前より頻繁で強⼒にしているという主張を改
めて台頭させている。こうした考えは、ハリケーンが暖かい⽔からエネルギーを
もらうのだという発想に基づいている。海⽔の温度が上がれば、ハリケーンの強
度は増すというわけだ。さらにハリケーンからの経済損失がほんの数⼗年前に⽐
べてもずっと⼤きいのは、被害を受けやすい沿岸部分に富が集中して都市化が進
んでいるからなのだ、とされる。だが実際のデータは何を物語っているだろうか？ 

 ハリケーンの⻑期トレンドを評価する問題の⼀つは、19 世紀以来の観測⼿法
が丸ごと変わってしまったということだ。1940 年代までは、データは船舶の航海
記録や場当たり的な地上観測だけだった。⼤⻄洋で航空機観測が始まったのは
1944 年だが、⼈⼯衛星やブイによる系統的な全数観測が⾏われるようになったの
は、やっと 1970 年代になってからだ。結果として、20 世紀半ば以前のハリケー
ンの多くは、まったく記録がない。また観測されたものも、最⾼⾵速が過⼩に記
録されている。本当の根本的なトレンドを⾒極めようとして、いくつか研究が⾏
われ、それが 2013 年第五次評価報告で IPCC により慎重に検討された。その判
定は明確だった。 

まとめると、報告された⻑期的な(百年単位の)熱帯性サイクロン活動増加
は、過去の観測能⼒の変化を考慮すると、どれも信頼性が低い。もっと最
近の評価を観ると、北⼤⻄洋海域における熱帯性暴⾵⾬、ハリケーン、⼤
型ハリケーンの年間発⽣件数が増えたとは考えにくい。しかしこの海域に
おいては、1970 年代以来、最強級の熱帯性サイクロンの頻度と強度は、ほ
ぼまちがいなく上昇していることが裏付けられる。 

2013 年以来、観測による証拠も、新しい研究も、この調査を裏付けている。 

ハリケーンに関する最⻑で最も信頼できるデータベースは、アメリカに上陸し
たものを記録している。NPAA のハリケーン研究部⾨は、1960 年までのあらゆる
ハリケーンの⽣データを慎重に分析しなおした。その HURDAT データベースを
観ると、ハリケーンや⼤型ハリケーン(カテゴリー3 以上)は 1851 年の記録開始以
来、まったく頻度は増えていない。2017 年のハリケーン・ハービーまで、2005 年
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のウィルマ以来アメリカに上陸した⼤型ハリケーンは⼀つもない。これは⼤型ハ
リケーンの上陸しなかった期間として史上最⻑だ。2017 年には、ハービーとイル
マという⼤型ハリケーンが⼆つ上陸したが、これは珍しいことではない。1893 年
には三つ上陸しており、1909 年にもやはり三つ上陸している。ハリケーン上陸の
最⾼記録を持つ年は 1886 年で、七つが上陸した。アメリカ本⼟に上陸したカテ
ゴリー5 のハリケーンは三つしかない。1935 年のレイバーデイ・ハリケーン、1969
年のカミーユ、1992 年のアンドリューだ。 

HURDAT のデータはまた、北⼤⻄洋の最近のハリケーン活動は、歴史的な基
準からも珍しくないことを⽰している。2017 年には、⼤⻄洋⼤型ハリケーンは六
つあったが、最⾼記録は 1950 年の⼋つだ。2017 年の六つのうち、カテゴリー5
のものが⼆つ̶̶イルマとマリア̶̶だが、これも珍しいものではなく、過去に
1932 年と 1933 年を含め五回も起きている。 

歴史的なデータを⾒ると、⼤⻄洋のハリケーンは、特に⼤型のものは 1930 年
代から 1960 年代にかけてはずっと多くて、その後 30 年にわたり落ち着いてい
た。1990 年以来、この数字は以前の⽔準に戻っただけだ。このパターンは⼤⻄洋
数⼗年規模振動 (AMO) に結びついたものだと広く認められている。AMO は、
海⾯温度の⾃然に繰り返される周期的変動である。 

 世界ハリケーンのデータベースが、1970 年以来のデータを収集している。こ
れを観ると、1970 年から 1993 年にかけて、⼤型ハリケーンの件数とその蓄積エ
ネルギーが上昇していることが⽰される。その後、1993 年以降は、全ハリケーン、
⼤型ハリケーンの頻度と蓄積エネルギーは減少している。 

 まとめると、地球温暖化がハリケーンの増加を引き起こしたとか、強度を⾼め
たとかいった証拠はない。それどころか、⼿に⼊る証拠を観ると、ハリケーンや
⼤型ハリケーンの頻度は、これまでの多くの時期にも似たようなものだったこと
が裏付けられる。 
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地球温暖化政策財団 (The Global Warming Policy Foundation)について 
 
地球温暖化政策財団 (The Global Warming Policy Foundation) は、すべての党を
含む無党派シンクタンクであり、登録済み教育慈善団体です。地球温暖化につい
ての議論の分かれる科学については多様な⾒⽅を採る⼀⽅、現在促進されている
多くの政策が持つ、費⽤⾯などの影響について深く懸念しています。 
 
主な活動は、地球温暖化政策とその経済などの含意についての分析です。狙いは、
最も頑健で信頼できる経済分析と提⾔を⾏うことです。何よりも私たちは、メデ
ィア、政治化や社会に対し、この問題全般と、彼らが現在あまりに曝されること
の多い誤情報について、ニュースにふさわしい形で情報提供を⾏うことです。 
 
GWPF の成功の鍵は、ますます多くの政策担当者やジャーナリスト、関⼼ある⼀
般市⺠たちから私たちが獲得してきた信頼と信⽤です。GWPF の資⾦は圧倒的に、
数多くの⺠間個⼈や慈善信託基⾦からの⾃発的な寄付からのものです。完全な独
⽴性を明確にするために、エネルギー企業やエネルギー企業に⼤きな利害関係を
持つ寄付は受け付けません。 
 
地球温暖化政策財団の刊⾏物での⾒解は、著者のものであり、GWPF およびその
評議員、学術諮問評議会委員、理事たちのものではありません。 
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